
子の氏の変更許可（子が１５歳以上） 
 
1. 概要 
 子が，父又は母と氏を異にする場合には，その子は，家庭裁判所の許可を得て，父又は母

の氏を称することができます。 
 例えば，父母が離婚し，父の戸籍にあって父の氏を称している子が，母の戸籍に移り母の

氏を称したいときには，この申立てをして，家庭裁判所の許可を得る必要があります。 
 なお，父母が婚姻中の場合には家庭裁判所の許可は必要ありません。 
 
2. 申立人 
子 

 
3. 申立先 
 子の住所地の家庭裁判所（複数の子が申し立てる場合は，そのうちの 1 人の子の住所地

を管轄する家庭裁判所に申し立てることができます。） 
 
4. 申立てに必要な費用 

 収入印紙 子１人につき８００円分 
 郵便切手 子１人につき８２円を１枚 

      
 

  
5. 申立てに必要な書類 
(1) 申立書 
(2) 標準的な申立添付書類 

 申立人（子）の戸籍謄本（全部事項証明書）  
 父・母の戸籍謄本（全部事項証明書） 

※ 子と戸籍が別になった理由が，父母の離婚の場合，離婚の記載のあるものが必要です。 
※ 同じ書類は 1 通で足ります。 
※ 審理のために必要な場合は，追加書類の提出をお願いすることがあります。 
 
6. 手続の内容に関する説明 
Q1. 許可されたときは，どのような手続をすればよいのですか。 
A. 子の戸籍を移動するには，家庭裁判所の許可を得た後に，市区町村役場に届出をするこ

とが必要になりますので，子の本籍地又は届出人の住所地の役場に入籍の届出をしてく

ださい。届出にあたっては，審判書謄本のほか，戸籍謄本（全部事項証明書）などの提

出を求められることがありますので，詳しくは届出する役場にお問い合わせください。 



 
Q2. 子の氏変更が許可され母の戸籍に入籍した後，再度父の戸籍に入籍し父の氏を称する 
ことはできますか。 

A. 再度の変更を希望する場合は，家庭裁判所で再度「子の氏の変更」の手続をしなければ

なりません。 
 ただし，以前の手続をしたときに，お子さんが未成年であったときは，お子さんが成

年に達して 1 年以内であれば，市区町村役場で入籍の届出をするだけで父の戸籍に入籍

することができ，父の氏を称することができます。 
 

 



受付印

収　 入　 印　紙　　　　　 円

予納郵便切手　　　　　 円

子 の 氏 の 変 更　 許 可 申　 立　 書

（この欄に申立人1人について収入印紙800円分を貼ってください。）

（貼った印紙に押印しないでください。）

関連事件番号　平成　　年（家　）第　　　　　　　　　　　　　　　　　号

　 家 庭 裁 判 所　　御 中

平成 年 月　 日

申 立 人

の 記 名 押 印

印

添付 書 類

（同じ書類は 1通で足ります。審理のために必要な場合は，追加書類の提出をお願いすることがあります。）

□ 申立人（子）の戸籍謄本（全部事項証明書）　 □ 父 ・母の戸籍謄本（全部事項証明書）

□

申

立

人

（子 ）

本　　 籍
都　 道

府　 県

住　　 所

T　　　　　　　　　　　　　　　　　 電話　　　　 （　　 ）

（　　　　　　 斉）

フリガナ

氏　 名

軍霊　 年　 月 日生

（　 歳）

本　 籍

住　 所

※　 上記申立人と同じ

フリガナ

氏　 名

軍票　 年　 月 日生

（　 歳）

本　 籍

住　 所

※　 上記申立人と同じ

フリガナ

氏　 名

軍票　 年　 月 日生

（　 歳）

☆
法

定
本　　 籍

都　 道

府　 県

代

理

人
住　　 所

〒　　　　　　　　　　　　　　　　　 電話　　　　 （　　 ）

（　　　　　　 方）

父後

・見
フリガナ ≧フリガナ ≒

母人 氏　　 名 萱氏　 名 】

（注）太枠の中だけ記入してください。※の部分は，各申立人の本籍及び住所が異なる場合はそれぞれ記
入してください。☆の部分は，申立人が15歳未満の場合に記入してください0

子の氏（1／2）

（942010）



（注）※の部分は，当てはまる番号を○で囲み，（）内に具体的に記入してください0

申　　 立　　 て　　 の　　 理　　 由

父 ・ 母　 と　 氏　 を　 異　 に　 す　 る　 理　 由

※
1 父　 母　 の　 離　 婚　　　　 5　 父　 の　 認　 知

2　 父　　　 母　 の　 婚　 姻　　　　 6　 父（母）死亡後，母（父）の復氏

3　 父 ・母 の 養 子 縁 組　　　 7　 その他 （　　　　　　　　　　　　 ）

4　 父 ・母 の 養 子 離 縁

（その年月日　　 平成　　 年　　 月　　　 日）

申　　 立　　 て　　 の　　 動　　 機

※
1 母との同居生活上の支障　　　 5　 結　　　　　　 婚

…蓋と晋居生活㌘支慧　 6 その他〔　　 〕

（注 ） 太枠 の中だけ記入 して くだ さい○ ※の部分 は，当て はまる番号 を○で 囲み ，父 ・母 と氏 を異 にす る

理由の 7 ， 申立ての動機 の 6 を選 んだ場合 には， （ ）内 に具体 的に記入 して くだ さい。

子の氏（2／2）



記入例1申立人が15歳以上の場合

申立書を提出する裁判所（子の住所地の家庭裁判所）

作成年月日

子　の　氏　の　変　更　許　可　申　立　雷

収　入　印　紙

予納郵便切手

（この欄 に申立人 1 人について収入印紙 800 円分を貼 って ください。）

印

紙

（貼 った印掛 こ押印 しないで ください。）

件番号　平成　　年（家　）第

申　　立　人

平成　0　年　0月　0　日
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場合は法定代
理人
の記名押印 乙野太女戸

㊥
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（同じ畜類は1通で足ります。審理のために必要な場合は．追加害類の提出をお願いすることがありますp）
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〒0 0 〇 二〇〇〇〇　00 。。 ∝ 郁 丁蒜 。。 軍轡 準 0 仰 ≡）

フリガナ
言 鼻 え 音置 簡 ‾示 ■■’’占‾‾蒜 這

（ 0 0 歳）
立

入

氏　　 名

本 籍

任　 所

※　上記申立人と同じ　　　 ’

フリガナ
軍霊　 年　 月　 日生

（子 ）
氏　　 名 （　　　　　 歳） て 絡
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J 享
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本　 籍
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※　上記申立人と同じ

フリガナ

氏　 名

軍票　 年　 月 日生

（　 歳）
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本　　 籍
都　 道

府　 県

住　　 所

T　　　　　　　　　　　　　　　　 電話　　　　 （　　 ）

（　　　　　　 方）

フリガナ と7 リガナ室

母人 氏　　 名 ≡氏　 名≡

（注） 太枠の中だけ記入してください0 ※の部分は，各申立人の本籍及び住所が異なる場合はそれぞれ記

入してください。 ☆の部分は，申立人が1 5歳未満の場合に記入してください。
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子が移動したい先の戸籍
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父 ・母　 と　氏　 を　異　に　す　る　理　由

※
9 芸 ．母 母のの覧 冨　 喜 芸（母，完亡後㌔ （憲の復氏

々婚
と に
な よ 3　父 ・母 の養子縁 組　　　 7　その他 （　　　　　　　　　　　 ）
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数人の子 ら

4　父 ・母 の養子離 縁
（その年月日　　 平成　 0 年　 0 月　 0 日）

申　 立　 て　 の　 動　 機　　 ＼

※
0 母との同居生活上の支障　　 5　結　　　　 婚

… 蓋と晋 居生活㌘ 支≡　 6 その他 ［

注） 太枠の中だけ記入してください0 ※の部分は，当てはまる番号を○で囲み・父・母と氏を異にする
理由の7，申立ての動機の6を選んだ場合には，（ ）内に具体的に記入して ださい。

買孟宗雷言雪雲崇 豊畠宗忘三富五　 三；詣要語三貴 苦笑さい。

っいて申立ての動機がそれぞれ異なる場合には，　　　　　　 芳
その旨を明らかにしてください。
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